
吸音フォームダイポルギー
投函時の不快な音を軽減する

受け皿として入っています

程度例
聴覚としての限界
飛行機のプロペラエンジン
電車が通る時のガード下
騒がしい工場内
地下鉄の車内
幹線道路の交差点
自動車内（40km走行）
静かなオフィス
静かな住宅地
深夜の郊外住宅居
ささやき声
木の葉のふれあう音

■ 騒音レベルの目安（参考）
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■ 試験の様子

■ 試験方法
A４サイズのスタイロ板を1500mmの高さからポスト内
に垂直に落下させた時の騒音レベルを測定。

■ 試験結果
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人の耳に最もよく聴こえる音域
ダイポルギー
吸音フォーム

従来の受け皿
（金属製）

周波数（Ｈｚ）

84.0

68.5

シーシーアイ株式会社が開発したダイポルギー吸音フォーム。　高い吸音性能に加え耐候性もあり、リサイクル可能な環境にもやさしい素材。
この素材を BAKUの受け皿に使用することで、投函される際に生じる不快な音を軽減しています。
従来の受け皿（金属製）とダイポルギー吸音フォーム製受け皿で、投函時に発生する音を比較試験したデータを紹介させていただきます。

約

ダイポルギー吸音フォームについて更に詳しくみる

https://cci-corporation.com/DIPOLGY/goods/foam/foam.html#top

